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東の平田家文書展Ⅰ 

八木町の近世・近代文類 

 

日時：令和 4 年 3 月 11 日(金)〜13 日(日) 

場所：八木札の辻交流館 2 階 (橿原市北八木町 2

丁目 1 番 1 号) 

主催 NPO 法人 八木まちづくりネットワーク 

 

「東の平田家文書展」に寄せて 

 
嘉永元年（１８４８）に刊行された『西国三十三所

名所図会』には、八木の「札の辻」の図が掲げられ

た一頁がある。「札の辻」の名は、中街道（吉野往

還）と初瀬街道（大坂往還、伊勢往還）とが交差す

る場所に高札場があったことに由来し、この図に

も高札場が中央に描かれている。交通の要衝であ

り、「伊勢参宮」「大和巡り」「西国順礼」の旅人が

行き交った八木には、江戸後期に「家作ひろく端

麗」な旅籠屋が１０軒近く存在したが、その代表

格といえるのが木原屋であった。「札の辻」の図の

正面上方に描かれている二階建ての旅籠屋が木原

屋で、現在の「八木札の辻交流館」にあたる。同じ

く旅籠屋であった「西の平田家」（高札場の左側に

描かれている）に対して「東の平田家」と称され、

江戸後期には当主が嘉右衛門を名乗ったことから

「八木嘉」「辻嘉」と呼ばれることもあった。 

そうした当家には、数多くの文書が伝えられてき

た（寄贈により現在では橿原市の所蔵となってい

る）。長らく八木の文化財の調査と保存に尽力され

てきた「八木まちづくりネットワーク」からの要

請により、森本修平氏とともに実施した調査にも

とづいて、２０１５年３月に作成した「東の平田

家（旧旅籠）歴史資料調査目録」によれば、当家の

文書の総点数は２２６８点を数える。最も古いの

は明和４年（１７６７）の家屋敷の年季売証文で、

江戸後期以降の当家の生業や当主の役務に関わる

特色ある文書が見られる。 

その第一は、旅籠屋に関わる文書である。宿泊者

が記された文書は、残念ながら「明治二十一年止

宿届控」のみであるが、天保１０年（１８３９）の

聖護院宮の入峯時に「本陣」をつとめた際の文書

や、「大坂浪花講」の「御定宿」が記された「伊勢

道中記」などが残っている。「浪花講」は文化元年

（１８０４）に大坂玉造の商人松屋甚四郎の手代

源助が発起人となり組織された旅籠屋組合で、「伊

勢道中記」には「御定宿」（安心して泊まれる指定

宿）として、八木の「木原や 嘉右衛門」の名前も

見られる。また、天保１２年（１８４１）に大和の

広範な村々の百姓たちが結束し、大坂から大和川

を遡行して金肥などを運んでいた剣先船仲間を相

手取って訴訟を行った際に、各所領惣代らの会合

の場として、八木の木原屋がしばしば利用されて

いたことも知られる。 

 
第二は、当家が兼営していた魚問屋や魚市場、生
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果運送に関する文書群である。前者については、

明治２年（１８６９）以降の文書が残っているが、

『西国三十三所名所図会』にも「毎朝札場の傍に

おいて魚市あり」という関連記事が見られる。ま

た、後者に関しては、平田嘉十郎が組合長をつと

めていた「大和生果運送取扱組合」に関する文書

が多く残っている。 

第三は、山陵に関する文書で、慶応４年（１８６

８）正月の「山陵勤日記」がこれにあたる。当時の

当主であった嘉右衛門が、「文久の修陵」後に「神

武陵」の守戸を勤めるようになっていたことによ

るものである。また、昭和２年（１９２７）の「神

武陵」への行幸に関する文書も見られる。 

第四は、地元である北八木村などに関する明治前

期の文書群である。当主であった平田嘉十郎が惣

代や村会議員をつとめていたことにより残ったも

ので、明治２０年（１８８７）前後の北八木村の行

財政に関する文書をはじめ、同１６年の「北八木

村札之辻人力車夫」に関する文書、同２０年の「悪

病流行」や「衛生談話会」、同２１年から翌年にか

けての（南）八木村との合併問題、三山小学校に関

する文書などが見られる。 

第五は、平田嘉十郎が町長をつとめていた大正期

の八木町に関する文書群である。米騒動の発生を

防ぐため、大正７年（１９１８）に当町が実施した

台湾米・内地米の購入と廉売、難渋人に対する賑

恤金の配布に関する一連の文書をはじめ、その前

後に実施された伝染病舎の増築、火葬場の建築、

製繭販売所の設置、警鐘台の建設、町役場の新築

などに関する文書が伝存している。 

第六は、愛宕祭の造山に関する文書で、平田嘉十

郎が八木実業協会の会長をつとめていたことによ

り残ったものである。 

以上のほか、明治２０年（１８８７）の「〔八木村

にて「浮レ節」挙行認可書〕」、同２１年（１８８

８）の「〔宇陀川分水工事費之件に付召喚回章〕」、

同２４年の「〔地価修正請願に付調印依頼状〕」、同

２９年の「大和鉄道発起付為取換約定証」、同３０

年の「望遠舘」の建築に関する文書、第二次世界大

戦時の昭和１８年（１９４３）「徴用諸事控」、同１

９年の「鮮魚介類配給数量日報控」なども注目さ

れる。 

このたび、「八木まちづくりネットワーク」の方々

のご尽力により、「東の平田家文書展」が開催され

ることになった。スペースの関係により、展示さ

れる文書は限られているが、それらを通して「東

の平田家」の足跡を辿りながら、交通の要衝であ

った八木の近世・近代史についての認識を深めて

いただければと心より願っている。（元 天理大学

文学部教授 谷山正道） 

 

展示概要 

最も古い文書について 

 
1-1 明和 4 年 12 月 1767 五ヶ年切ニ売

渡シ申家屋敷之事  

差出人・記録者 売主北八木村 嘉右衛門 

   親類 三右衛門 

   五人組 忠兵衛 

   年寄 正左衛門 与兵衛 

   庄屋 庄九郎  

受取人 北八木村 源七  

備考 物件は北八木村領 家屋敷壱ヶ所 代銀４

貫１２０目にて 

 

1-2 文化 13 年 11 月 1816 差入申質物抄

證文之事  

差出人・記録者 十市郡北八木村 

   置主 嘉右衛門 
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   同村親類 年寄 正左衛門 

   同村同断 源七 

受取人 同村 庄九郎  

備考 抵当は 北八木村領札之辻角 家屋敷壱ヶ

所 代銀１貫目にて 

 
 

1-3 文政 4 年 7 月 1821 五ヶ年切ニ売渡シ申

家屋敷之事 

差出人・記録者 十市郡北八木村  売主 嘉右衛

門 

 高市郡薩摩村 親類 九兵衛 

 北八木村年寄 弥重郎 源七 

受取人 同村 庄九郎 

備考 物件は北八木村領札之辻西角 家屋敷壱ヶ

所 別座敷弐ヶ所 代銀４貫５００目にて 

 

 

Ⅰ旅籠屋に関わる文書 

1-32 天保 12 年 12 月 1841 売渡申家屋敷

之事  

差出人・記録者 売主 南八木村 土橋屋半三郎 

 他 親類惣代・世話人・村役人連名 

受取人 北八木村木原屋嘉右衛門 

 
1-12 欠年 伊勢道中記 大坂 浪花講 御

定宿附 

 

 

 

2-4 明治 21 年 4 月 1 日 1888 明治二十一年止

宿届控（宿泊者が記された文書） 

受取人 平田嘉十郎 
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Ⅱ当家が兼営していた魚問屋や魚市場、生果運送

に関する文書群 

1-59-1  明治 2 年 8 月 20 日 1869 差入申并

ニ引受證文之事（魚屋渡世） 

差出人・記録者 高市郡八木村 本人 織屋喜助 

 同郡同村 引請人 大坂屋藤吉 

受取人 十市郡北八木村 嘉右衛門 

備考 「魚渡世引請證文入」（５９-１～９ 同袋入） 

 
 

Ⅲ山陵に関する文書 

1-23 慶応 4 年正 1868 山陵勤日覚 

 

 

Ⅳ北八木村などに関する明治前期の文書群 

10-3-17 明治 20 年 11 月 7 日 1887 流行病ニ

付寄附帳 

 

10-3-1  明治 21 年 10 月 5 日 1888 合併

願書  

差出人・記録者 高市郡八木村自治惣代 河合正

治郎 他 4 名 

十市郡北八木村自治惣代 平田嘉重郎 他 3 名 

（奥書）高市郡八木村戸長 民谷吉治郎 

十市郡北八木戸長 河井正親  

受取人 奈良県知事子爵税所篤 

備考 3-1～は袋入り「明治十三年庚辰年十二月 

両八木合併ニ付諸類入 北方 惣代 河合小七郎    

同 平沼徳四郎」 

3-1 願書のあとに区域・資力に関する表と「八木町

全図」あり 

 



NPO 法人八木まちづくりネットワーク 活動記録｜東の平田家文書展Ⅰ 220311-13 

NPO 法人八木まちづくりネットワーク© 2005-2021. All Rights Reserved 
許可なき転載・転用は禁止です。連絡先: https://www.ssl-on.com/sslform/kazabito_ask.php 

 5 / 6 

 
5-185-1 明治 22 年 12 月 9 日 1889 〔三山小

学校経費完納方に付照会状〕  

差出人・記録者 十市郡耳成村役場  

受取人 高市郡八木町大字 北八木 議員 

 

9-65 明治 20 年 4 月 15 日 1887 公立三山尋常

小学授業料領収之証 

三山尋常小学校 十市郡北八木村 平田ミツ

 月額十五銭 

 

Ⅴ平田嘉十郎が町長をつとめていた大正期の八木

町に関する文書群 

9-54 昭和 2 年 3 月 22 日 1927 陳情書（畝傍

駅への着到時刻につき） 

奈良県高市郡八木町 魚問屋辻嘉 平田寅松

 湊町運輸事務所 

 

 

Ⅵ愛宕祭の造山に関する文書 

2-6 愛宕祭造山審査并ニ賞与贈与方法 

八木実業協会 会長 平田嘉十郎 実業会世話掛

殿 

 
2-30 〔愛宕山造山出品目録〕 
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2-30 〔愛宕山造山出品名札〕 

 

 

NPO からの挨拶 

八木札の辻交流館である東の平田家（旧旅籠）は

「八木札の辻」の歴史・文化そのものと言える歴

史的な資産として保存活用されています。 

私達、「ＮＰＯまちづくりネットワーク」は東平田

家（旧旅籠）に保管されていた大量の文書、図面の

調査を続けてまいりました。 

今回、「八木町 近世・近代文書展」を開催し、八木

の江戸・明治・昭和の歴史を地域の皆さまに見て

もらい、知ってもらって、古文書を身近に感じ楽

しんでもらえたらと企画展を開催致します。 

今回の企画展を第一歩として、これからも継続開

催していきたいと考えておりますのでご皆様には

支援頂きますようにお願い申し上げます。 

この度の開催にあたり、元天理大学文学部教授 谷

山正道先生、今井町 森本育寛様にご指導、ご協力

を頂きました事に心より感謝申しあげます。 

（稻上文子） 


